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タイトル 
2023年度 特別選抜（学校推薦型選抜・帰国生選抜・社会人選抜） 

医学部保健学科 小論文問題 

評価の 

ポイント 

小論文Ⅲ 

 

問題 1 

 

本問題では食育を題材にした文章を読解することにより、総合的

な知識、思考力、解決能力を評価した。評価にあたっては次の点を

特に重視した。 

 

問 1 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、該当理由について

適切に回答できるか評価した。 

 

問 2 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、該当事象について

適切に回答できるか評価した。 

 

問 3 

本文中に記載されている意味を正確に読み解き、該当事象について

適切に回答できるかどうかを評価した。 

 

問 4 

本文全体を正確に読み解き、基礎的な知識と統合しながら、当該事

象について自分なりの説明ができるかどうかを評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問題 2 [A] 

 

評価にあたっては、次のような点を特に重視した。 

・万有引力を向心力とした等速円運動を理解しているか。 

・適切な変数を定義して、第１宇宙速度を導いているか。 

 

問題 2 [B] 

 

分子式から構造式を推測し、かつどのような化合物がどのような反

応を起こしどのような化合物に変換されるか、を論述できるか評価

した。評価に当たっては、次のような点を特に重視した。 

・考え得る全ての化合物を、正しい名称と共に列挙できるか 

・どの化合物がどの反応を起こすか（起こさないか） 

・問題文に書かれた現象を起こすにはどのような反応を用いれば

よいか 

 

問題 2 [C] 

 

標識再捕法について適切に理解し説明できているか。評価

にあたっては、次のような点を特に重視した。 

・標識再補法はどのような特徴を持つ個体群に適用され

るか。 

・具体的な実施の手順を説明できているか。 

・計算式を適切に記述できているか。 

・それぞれの用語を適切に用いているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                   そ の １  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の １ ）  

 

問 題  １   

 

問 １    

食 育 は 生 き る 上 で の 基 本 と 位 置 付 け ら れ て お り 、 た と え ば 自 然 毒 の 含 ま れ る も の は 食 べ

な い と い う こ と を 伝 え て い た 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ 、 根 本 は 命 を 守 り 育 む た め に 食 育 が

あ る と い う こ と が 大 前 提 で あ る か ら 。 （ 96字 ）  

 

 

 

 

問 ２  

健 康 な 食 生 活 の 一 つ で あ る 、 よ く 噛 ん で お い し く 食 べ る こ と は 健 康 寿 命 の 延 伸 に つ な が

り 、 そ の た め に は 乳 幼 児 期 か ら 高 齢 期 ま で の 生 涯 を 通 じ て 咀 嚼 能 力 が 十 分 に 発 達 し 維 持 さ

れ る こ と が 重 要 で あ る 。 （ 90字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採  点  欄  

 

2 0 2 3  推 ･帰 ･社  

 



そ の ２  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ２ ）  

 

 

 

問 ３  

一 義 的 に は 子 ど も た ち が 対 象 で あ る が 、 す べ て の 国 民 を 網 羅 す る も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ４  

子 ど も た ち が 健 全 な 心 と 身 体 を 培 い 、 生 き る 力 を 身 に 付 け て い く た め 、 ま た 、 国 民 の 生

涯 に わ た る 健 全 な 食 生 活 の 実 現 の た め の 、 「 食 」 を め ぐ る 取 り 組 み 。 （ 70字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 採  点  欄  

 

2 0 2 3  推 ･帰 ･社  

 



 

                                                   そ の ３  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

 

人 工 衛 星 は ， 地 球 と の 万 有 引 力 を 向 心 力 と し た 等 速 円 運 動 を す る 。 人 工 衛 星 の 質 量 を m，

速 さ を v， 地 球 の 質 量 を M， 万 有 引 力 定 数 を Gと す る と ， 向 心 力 に つ い て m v 2 / R  =  F, ま た

万 有 引 力 の 法 則 よ り F = G M m / R 2が 成 り 立 つ 。 従 っ て 2式 よ り v 2 = G M / R,か ら  v =√𝐺𝑀/𝑅。 ま

た ， 万 有 引 力 は 重 力 に 等 し い の で ， m g = G M m / R 2, よ り g = G M /  R 2。 し た が っ て ， 𝑣 = √𝑔𝑅

と な る 。 （ 181文 字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 2 3  推 ･帰 ･社  

 



 

                                                   そ の ３  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

C 7H 8Oの 芳 香 族 化 合 物 と し て ， ク レ ゾ ー ル ， ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル ， メ チ ル フ ェ ニ ル エ ー

テ ル が 挙 げ ら れ る 。 無 水 酢 酸 と 反 応 し た こ と か ら ， Aと Bは ア セ チ ル 化 を 生 じ る ヒ ド ロ キ シ

基 を 持 つ 。 よ っ て ， Cは ヒ ド ロ キ シ 基 を 持 た な い メ チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル で あ る 。 ま た ， A

が 塩 化 鉄 (Ⅲ )に 対 し て 呈 色 し た こ と か ら ， Aは フ ェ ノ ー ル 類 で あ る ク レ ゾ ー ル で あ る 。 つ

ま り ， Bは ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル で あ る 。 従 っ て ， Bを 酸 化 し て ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド に 変 換 す れ

ば ， 銀 鏡 反 応 を 起 こ す こ と が で き る 。  

（ 222字 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄  

 

 

 

 

 

 

 

2 0 2 3  推 ･帰 ･社  

 



 

                                                   そ の ３  

 受験  

番号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

 対象とする動物を複数個体捕獲し，標識を付けて放す。その後，標識された個体が個体群の中で他の個体の充分

に混ざり合うことが出来る期間をおいて，2回目の捕獲を行う。再捕獲した全部の個体の中に標識個体がどれだけ

存在するかを調べ，個体群全体の個体数を推定する。短時間で個体郡内に分散する動物の個体数の推定に用いられ

る。式は，全個体数：一回目の捕獲数（標識個体）＝2回目の捕獲数：再捕獲した標識個体数 

（194文字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採  点  欄  

 

 

 

2 0 2 3  推 ･帰 ･社  

 


